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三井住友ファイナンス＆リースはサステナビリティー経
営支援サービスを始める

三井住友FL、製造業でサステナ経営支援　５社共同で

　三井住友ファイナンス＆リースは30日、製
造業向けにサステナビリティー経営を支援す
るサービスを５社共同で始めると発表した。
リースやレンタルを活用して、製品の使用期
間を長くし、製造の際に排出される二酸化炭
素の削減につなげる。

　共同で行うのは、リサイクル事業のアミ
タ、アビームコンサルティング、廃棄物管理
の効率化を手掛けるサーキュラーリンクス、
脱炭素経営のコンサルティング業務を行うＧ
Ｘコンシェルジュの4社。これまで、三井住友
FL1社で行っていた支援業務の幅を広げ、削減
のための目標設定から改善支援、運用後の見
直しまでを一気通貫で手掛ける。

　顧客対象とするのは、時価総額5000億円以上の製造業約150社。2023年度の国内二酸化炭素排
出量の23％は製造業によるもので、政府が削減目標を掲げる30年に向けて対応が求められていた。
3年で100社を目標にしており、今後は製造業以外にも広げていく予定だ。
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